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前
回
に
引
き
続
き
、
医
療
と
社
会

保
障
を
テ
ー
マ
と
し
、
特
に
地
域
医

療
と
社
会
保
障
の
財
源
と
に
分
け
て

足
立
理
事
と
中
澤
所
員
が
分
担
し
て

報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
泉
自
公
政
権
は
、
06
年
春
に
医

療
制
度
の｢
改
革｣

を
狙
っ
た
法
案
が

国
会
で
審
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

そ
の
中
身
は
、
労
働
者
、
国
民
に
と
っ

て
は
耐
え
が
た
い
負
担
増
と
国
庫
負

担
の
削
減
で
あ
り
、
本
来
の
社
会
保

障
の
あ
り
方
と
ど
こ
に
問
題
が
あ
る

か
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
今
回
の

発
表
と
な
り
ま
す
。

足
立
理
事
の｢

住
民
の
健
康
を
守
る

地
域
医
療
と
は｣

を
は
じ
め
に
し
て
、

ま
ず
、
論
点
を
整
理
す
る
た
め
に
３

項
目
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

１
．
住
民
の
願
い
は
医
療･

福
祉
・

保
健
の
充
実

１
つ
は
、
住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
、
静

岡
市
労
連｢

市
民
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト｣

(

２
０
０
５
年
12
月
実
施)

に
よ
れ
ば
、

上
位
か
ら｢

福
祉･

社
会
褒
章｣

、
「
保

健
・
医
療
」
「
環
境
対
策
」
、
「
防

災
対
策
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
「
福
祉
・
社
会
保
障
」
充
実
の

具
体
的
な
要
望
は
、
「
高
齢
者
福
祉

施
設
、
生
き
が
い
対
策
、
在
宅
高
齢

者
対
策
」
、
「
老
人
医
療
費
の
軽
減
」
、

「
介
護
保
険
料
、
利
用
者
負
担
軽
減
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
保
健･

医
療
」
の
具
体
的
な
要
望
は

「
夜
間
、
休
日
診
療
の
及
び
救
急
医

療
の
充
実
」
が
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

静
岡
県
「
県
政
世
論
調
査
」
（
２

０
０
４
年
実
施
）
で
も
上
か
ら
「
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
福
祉
の
充
実
」

「
健
康
づ
く
り
や
医
療
体
制
の

充
実
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
「
統
計
で
見
る

静
岡
県
の
姿
」
（
２
０
０
２
年

総
務
庁
統
計
局
）
に
よ
る
と
、

「
県
民
所
得
」
は
全
国
10
位
、
「
財

政
力
指
数
」
は
全
国
５
位
の
豊
か
な

県
で
あ
る
が
、
歳
出
を
見
る
と
「
民

生
費
」
全
国
47
位
、
「
社
会
福
祉
費
」

45
位
、
「
老
人
福
祉
費(

65
歳
以
上)

」

35
位
、
「
衛
生
費
」
38
位
、
「
老
人

保
健
施
設
入
所
定
員
数
」
43
位
な
ど

軒
並
み
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら

住
民
の
要
望
や
意
見
が
行
政
に
届
い

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

「
県
政
世
論
調
査
」
（
平
成
17
年
）

よ
れ
ば
、
「
県
政
に
関
心
が
あ
る
」

58

％
、
「
関
心
が
な
い

」
40

％
で

「
関
心
が
な
い

」
と
の
理
由
は
、

「
県
政
が
分
か
り
に
く
い
」
、
「
自

分
の
生
活
に
関
係
が
な
い
」
、
「
政

治
や
行
政
に
関
心
が
な
い
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治

に
関
す
る
全
国
世
論
調
査
（
２
０
０

６
．
１
読
売
新
聞
世
論
調
査
）
で
は
、

「
市
町
村
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
住
民
の

意
見
が
反

映
さ
れ
な
い
」
62

％
、

「
税
金
の
無
駄
使
い
を
感
じ
る
」
73

％
と
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
民
、
地
域
住

民
の
願
い
や
要
望
と
行
政
施
策
が
ミ

ス
マ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
す
。

２
．
地
域
医
療
を
考
え
る
視
点

地
域
と
は
人
間
が
労
働
し
生
活
す

る
場
で
あ
り
、
地
域
医
療
と
は
地
域

で
疾
病
を
取
り
除
く
た
め
の
医
療
の

あ
り
方
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
施

策
は
総
合
医
療(

＝
予
防
↓
治
療
↓
リ

ハ
ビ
リ
ま
で
の
行
為
を
さ
す)

を
中
心

に
総
合
医
療
の
場
と
し
て
、
在
宅
医

療
、
通
院(

所)

医
療
、
入
院(

所)

医

療
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
施
設
・
機
能
別
に
は
、
第
１

次
医
療(

初
療
＝
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
↓

診
療
所
・
病
院
外
来)

、
第
２
次

(

入

院
医
療
↓
病
院
病
棟)

、
第
３
次(

高

度
先
進
医
療
↓
病
院)

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
前
提
か
ら
、
誰
も
が
安
心
し
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
医
療
保
障
制
度
の
確
立
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

３
．
住
民
の
望
む
地
域
医
療
と

地
域
保
健
、
福
祉
へ

自
ら
の
健
康
保
持
、
増
進
を
図
る

よ
う
に
必
要
な
保
健
技
術
・
知
識
を

組
織
的
に
提
供
し
、
健
康
生
活
を
支

援
す
る
活
動
と
労
働
、
生
活
の
拠
点

で
あ
る
地
域
の
助
け
合
い
、
誰
も
が

安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
地
域
福
祉
の

活
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
と
連
携
し
た
地
域
医
療
を

築
く
に
は
、
住
民
参
加
に
よ
り
町
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、
官
か
ら
民
へ

の
「
規
制
緩
和
」
、
小
さ
い
政
府
・

自
治
体
な
ど
の
「
行
財
政
改
革
」
等

の
改
悪
を
阻
止
す
る
運
動
が
一
体
と

な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
と

述
べ
発
表
を
終
わ
り
ま
し
た
。

(

文
責

片
桐
）

足
立
理
事
の
発
表
の
後
を
受
け
て
、

財
源
に
か
か
わ
る
現
状
分
析
を
中
心

に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
医
療
制
度
改
革
と
は

ま
ず
、
社
会
保
障
給
付
費(

２
０
０

２
年
度)

＝
８
３
兆
５
６
６
６
億
円

(

国
民
１
人
当
り
約
65
万
6
千
円
、1

世
帯
当
り
約
１
７
６
万
円)

と
な
り
、

う
ち｢

医
療｣

が
２
６
兆
円
６
４
１
５

億
円
、
社
旗
保
障
給
付
費
全
体
に
占

め
る
割
合
３
２
．
７
％(

対
前
年
度
増

加
額
６
３
５
３
億
円
、
伸
び
率
2.4
％

増)

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
前
提
に
小
泉
自
公
政
権
は
、

平
成
15
年
3
月
に
「
医
療
制
度
抜
本

改
革
の
基
本
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①

保
険
者
の
再
編
・
統
合(

国
民
健

康
保
険
、
政
府
管
掌
保
険
を
都
道
府

県
単
位
の
運
営
と
す
る
保
険
者
の
再

編
・
統
合)

、
つ
ま
り
国
の
負
担

を
軽
く
す
る
こ
と
で
す
。
②

新

た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

(

従
来
の
拠
出
金
制
度
を
廃
止
し
、

給
付
の
５
割
を
公
費
で
、
残
り
の

５
割
を
高
齢
者
自
身
の
保
険
料
と

現
役
世
代
が
支
援
す
る
「
連
帯
保
険

料
」
で
負
担
す
る
新
た
な
制
度
を
設

け
る)

。
③

診
療
報
酬
体
系
の
見
直

し
（
下
げ
て
い
く
）
。
等
で
あ
り
ま

す
。こ

れ
を
ま
と
め
る
と
国
民
健
康
保

険(

国
保)

の
再
編
が
中
心
と
な
っ
て

い
ま
す
。

２
．
国
保
の
現
状
は

も
と
も
と
は
「
国
保
と
は
被
用
者

以
外
（
＝
雇
わ
れ
て
働
く
労
働
者
以

外
、
自
営
業
者
＋
無
業
者
）
の
た
め

の
制
度
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
世
帯
主

職
業
別
構
成
割
合
は
、
農
林
水
産
4.9

％
、
そ
の
他
自
営
１
７
．
３
％
、
被

用
者(

非
正
規
労
働
者
な
ど
２
４
．
１

％
、
無
職(

定
年
退
職
者
な
ど)

５
１
．

０
％
と
な
り
、
も
は
や
、
自
営
業
者

の
た
め
だ
け
の
制
度
で
な
く
な
っ
て

お
り
、
当
初
よ
り
様
変
わ
り
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
ま
す

。
（
裏
に
続
く
）

「
住
民
の
健
康
を
守
る

地
域
医
療
と
は
」

発
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者
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療
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澤
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短
期
大
学
部
講
師
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【お知らせ】

春の労働問題セミナー

○日時 2007年5月27日（日）

10：00～16：30

○会場 静岡県立大学短期大学部校舎

・静岡市駿河区小鹿2-2-1（TEL054-202-2600）

○助言者 布川研究所長（静大教授）

中澤所員（県立大短期大学部講師）

柴崎理事（浜松大助教授）

○研究発表者と現場からの報告

・種本理事（賃金論としての派遣労働者の賃

金）、・多田所員（社会的活動への参加の

可能性について）、静岡青年ユニオンより

現場からの報告，などが盛り沢山です。

＊参加費無料、昼食は各自自由です

＊定員30名になり次第締め切ります。
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抱
え
る
問
題
点
①

赤
字
と
な
る
保
険

者
の
増
加(

平
成
15
年
度
３
１
１
４
保

険
者
の
う
ち
73
％
が
赤
字)

、
こ
の
要

因
は
、
低
所
得
者
層
の
拡
大
、
保
険
料

収
納
率
の
低
下(

平
成
15
年
度
９
０
．

２
１
％
、
滞
納
世
帯
４
６
１
万
世
帯
で

全
世
帯
の

１
８
．
９
％)

が
考
え
ら
れ

る
が
、
も
と
も
と
国
保
は
保
険
者
の
規

模
が
小
さ
く
構
造
的
に
赤
字
に
陥
り
や

す
い
。
②

保
険
料
負
担
の
公
平
性
、

１
つ
は
国
保
内
の
格
差(

市
町
村
毎
で

保
険
料
が
違
い
格
差
が
大
き
い)
、
２

つ
は
制
度
間
の
格
差
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
の
で
は

な
く
、
平
成
17
年
国
保
の
財
政
改
革
は
、

国
庫
負
担
を
減
ら
し
、
国
保
財
政
に
都

道
府
県
負
担
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図1

参
照
）

３
．
改
革
の
論
点
整
理

そ
れ
で
は
論
点
整
理
を
す
る
う
え
で

国
が
ど
の
よ
う
な
方
向
で
改
革
を
提
起

し
た
か
を
掴
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
①
給
付
と
負
担
の
公
平
化
、
制
度

の
長
期
安
定
化
の
た
め
の
被
用
者
保
険

の
検
討(

平
成
７
年
７
月
「
社
会
保
障

体
制
の
再
構
築
」
ー
社
会
保
障
制
度
審

議
会
、
②
世
代
間
の
負
担
の
公
平
及
び

相
互
扶
助
か
ら
老
人
保
健
制
度
の
抜
本

的
改
革
、
保
険
者
機
能
の
強
化
と
保
険

者

集
団
の
見

直
し(

平
成
９
年

６
月

「
財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
」
ー

財
政
構
造
改
革
会
議
、
③
財
源
の
調
達

は
、
社
会
保
険
方
式
を
基
本
と
す
る
が

高
齢
化
に
伴
う
費
用
増
加
は
具
体
策
と

し
て
税
体
系
の

再
検
討(

平
成
12
年
10

月
「
21
世
紀
に
向
け
て
の
社
会
保
障
」
ー

社
会
保
障
構
造
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
る
有
識
者
会
議
、
④
急
激
な
高

齢
化
に
伴
い
増
加
す
る
社
会
保
障
費
用

は
利
用
者
負
担
・
保
険
料
負
担
と
公
費

負
担
の
適
切
な
組
合
せ
に
よ
り
、
必
要

な
財
源
の
確
保
…
こ
こ
で
は
利
用
者
が

応
分
の
負
担
と
な
る
（
平
成
13
年
3
月

「
社
会
保
障
改
革
大
綱
」
ー
社
会
保
障

改
革
協
議
会
、

こ
れ
ら
を
受
け
て
２
団
体
よ
り
提
言

が
出
て
１
つ
は
、
日
本
医
師
会(

平
成

13
年
3
月)

よ
り
「
医
療
構
造
改
革
構

想
」
で
そ
の
具
体
策
は
、
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新
た
な
制

度
の
創
設
、
74
歳
以
下
は
、
医
療
保
険

制
度
の
財
源
は
保
険
料
80
％
、
自
己
負

担
20
％
と
し
、
保
険
者
間
の
財
政
調
整

を
促
進
し
、
市
町
村
国
保
の
広
域
化
を

図
る
。
２
つ
は
、
日
本
経
団
連(

平
成

13
年
5
月)

「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
で
は
、

世
代
間
で
公
平
な
負
担
と
す
る
に
は
可

能
な
限
り
高
齢
者
に
も
現
役
と
同
じ
ル
ー

ル
で
応
分
の
自
己
負
担
と
保
険
料
を
求

め
、
財
源
は
消
費
税
が
望
ま
し
い
と
提

言
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
医
療
制
度
改
革
」
は
、

社
会
保
障
給
付
費
に
占
め
る
医
療
費
の

増
加
に
伴
う
負
担
を
受
益
者(

利
用
者)

負
担
に
転
嫁
す
る
施
策
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
「
改
革
」
は
国
の
進
む
べ

き
方
向
で
は
な
く
、
社
会
保
障
の
原
則

か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
．
論
点
と
し
て

・
現
状
の
課
題
は
、
「
構
造
改
革
」
に

よ
っ
て
更
に
拍
車
が
か
か
る
国
庫
負
担

の
引
き
下
げ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
再

び
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
の
方
向
と
具
体
化
を
つ
く
り

だ
す
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
も
う
１
つ
は
、
単
一
の
制
度
で
、
す

べ
て
を
カ
バ
ー
す
べ
き
な
の
か
、
一
般

制
度
と
被
用
者
制
度
の
２
本
立
て
で
カ

バ
ー
す
べ
き
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
述
べ
て
発
表
を

終
え
ま
し
た
。

（
文
責

片
桐
）

◆
春
の
労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー
準
備
会
議

（
所
員
会
議
）

日
時
：
5
月
10
日
（
木
）
18
：
30
～

会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

◆
第
26
回
理
事
会

日
時
：
6
月
7
日
（
木
）
18
：
30
～

会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

◆
第
４
回
定
期
総
会
と
記
念
講
演

日
時
：
８
月
26
日
（
日
）
13
：
00
～

会
場
：
も
く
せ
い
会
館
（
県
職
員
会

館
）
第
１
会
議
室

議
事
：
事
業
活
動
報
告
と
決
算
報
告

事
業
活
動
方
針
案
と
予
算
案

そ
の
他
等

記
念
講
演
：
湯
浅

誠
氏

（
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

も
や
い
事
務
局
長

）

テ
ー
マ
：
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

救
え
」

＊
総
会
に
は
、
理
事
、
所
員
、
会
員
他
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
念
講
演
は
、
無
料
で
す
の
で
多
く
の
皆

さ
ん
に
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

書
籍
紹
介

成
績
主
義
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

天
笠
崇
著

新
日
本
出
版
社
刊

五
月
十
五
日
発
行

「
心
と
命
を
壊
さ
ず
働
く
た
め
に
は
」

と
の
見
出
し
で
本
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
「
い
ま
成
績
主
義
賃
金
制
度
の
職

場
で
急
増
す
る
心
の
病
。
努
力
が
報
わ
れ

る
」
ど
こ
ろ
か
、
成
績
に
追
わ
れ
て
新
た

な
ス
ト
レ
ス
因
子
」
増
え
、
労
働
者
の
心

と
命
が
壊
れ
て
い
く
実
態
を
、
過
労
死
裁

判
に
か
か
わ
る
精
神
科
医
が
豊
富
な
診
療

事
例
と
最
新
の
研
究
か
ら
検
証
、
告
発
す

る
。
人
間
ら
し
い
働
き
方
と
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
を
提
唱
す
る
注
目
の
書
」
と
推
薦
の

文
。
そ
し
て
、
第
四
章
で
は
「
労
働
組
合

に
期
待
」
と
し
て
「
心
の
病
を
減
ら
し
起

こ
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
」
よ
び
か
け
て

い
る
。

ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

静
岡
県
安
健
セ
ン
タ
ー

事
務
局

青
島

＜図1＞ 従来

＜図1＞ 平成18年度以降

定
例
研
究
会
の
日
程

・
5
月
は
あ
り
ま
せ
ん
（
春
の
労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
）

・
6
月
22
日
（
金
）
18
：
30
～

第
35
回
定
例
研
究
会

会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

・
7
月
20
日
（
金
）
18
：
30
～

第
36
回
定
例
研
究
会

会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

今
後
の
日
程


